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A consideration on results and transitions of physique and physical strength 
at Tsurumi University and Tsurumi Junior College.














































　　　体内脂肪計 BODY FATANARIZER TBF-102
背筋：TAKEI BACK STRENGTH DYNAMOMETER














人数 108 名 196 名 53 名 146 名 264 名
Table.1　分析対象（すべて女子学生）






mean 158.16 52.13 49.23 35.4 60.97 25.53 21.56 10.62 47.95
s.d. 4.59 7.04 6.1 6.07 18.79 4.27 5.13 7.84 14.36





mean 157.72 50.82 49.17 26.11 23.05 45.33
s.d. 5.20 6.03 5.53 4.71 5.80 15.64

















2014 1995 1981 1975 1970
mean s.d. n mean s.d. n t-value mean s.d. n t-value mean s.d. n t-value mean s.d. n t-value
身長
158.16 4.59 108 158.01 5.20 196 3.72 *** 157.60 5.60 53 0.63 156.06 5.20 137 3.35 ***
体重
52.13 7.04 108 51.76 6.72 196 0.45 51.40 6.19 53 0.67 51.83 6.77 137 0.34
反復横跳び
49.23 6.1 107 39.72 3.89 190 14.55 *** 39.64 7.38 47 7.81 *** 37.78 3.05 145 17.85 *** 33.80 3.29 256 24.72 ***
垂直跳び
35.4 6.07 108 41.31 5.62 193 8.32 39.51 6.38 47 3.74 *** 36.72 1.36 144 2.22 * 36.40 5.41 250 1.48
背筋力
60.97 18.79 108 73.40 17.81 193 5.61 81.67 20.45 47 5.93 *** 79.51 13.13 144 8.77 *** 88.60 5.15 264 15.05 ***
握力
25.53 4.27 108 24.78 4.23 193 1.47 28.84 6.13 47 3.36 ** 27.86 2.02 143 5.25 *** 26.40 3.80 241 1.82
立位体前屈
























































































































































山学院大学研究論集 [ 文学部 ] 第47集　pp.53−60
2．山下陽子・青木通「大学における女子学生の体力の現状と特
性（2）− JWU の2006年度スポーツテスト結果−」日本女子
大学紀要人間社会学部，第17号，2006年　pp.27−42
4．まとめ
　今回新たに2014年入学生の測定結果と過去の測定結果を
比較することで、本学における過去約45年間の体格・体力
の推移を明らかにすることができた。2014年入学生の測定
結果では、体格に於いて、若干ではあるが、全国平均を上
回る結果となった。本学に於いても、女子学生のスリム化
が危惧された傾向が緩和されてきたことは望ましい結果で
あった。今回新たに対象に加えた2014年入学生のデータは
保育科学生が対象であったため、今後は、保育科学生の経
年変化も追っていく必要があると考える。
  また、スポーツテストの結果を概観すると、旧テスト実
施項目の結果が落ち込み、新テストに継承されている項目
は、結果を上げていることがわかった。結果が下がった項
目に関して、これは単純に、体力に関する各項目の値が低
下したという事象の他に、その項目の測定機会の消滅、或
いは減少等による結果低下という影響・背景も考慮して検
討せねばならないことが新たに示唆されたように思われる。
定期的に測定の機会のある項目は、テスト自体が体力向上
の機能を果たし、結果の維持、或いは向上に貢献している
可能性がある。そのような意味でも、今後体格や体力に関
する計測を継続していくことの意義は大きいと感じられる。
今後は、新テスト項目を継続して測定し、その推移を毎年
の授業に反映していきたい。
